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日本を代表するジャズドラマー森山威男さん率いる「森山威男セクステット」の華麗な演奏をお楽しみください。

進行役はテレビ朝日の保坂正妃さんです。

今年8月の県吹奏楽コンクール金賞受賞の本校吹奏楽部とのセッションにもご期待ください。

もりやま　たけお

森山威男ProfHe

昭和38年、甲府第一一五校卒業し】プラスハント郡てトラムを始める√．舞11同定朔薄凄

会メン八一⊂．

東京芸術大学打楽器棉在学中より山下洋痛とトリオを結成、77年に仮借文夫らとハン

トを絹成し世界各地のツアーに諷机＿、第27回向望文堰′】－■■■、第35回シャスティスク大て■」さ■′、

第56回文化庁芸術祭【〔■†レコード郡「’［日で軒丁、ほ受∫■■‾ごり

シャス界のカリスマ的存在として溝肝中．．

甲府一高吹奏楽部

甲府一高の過去、現在、未来を話題に、楽しくご歓談ください。

本校OBのパフォーマンスが祝宴に花を添えてくれます。

太申家元九鱒0両射払血冊
させも噂謬さ輔手（おとこ）

鏡憺仙王伽．空d
社団法人菩語協会、大神菜曲芸1′；舌会所斤三了

鏡昧仙三公式ホームペ，ジ　http：／／www．kagaml－SenZaJP



l日野蔓草＿
個性的で創造性に富み、卓越した指導力を持つ生徒の育成を目指して行う事業です。年間100万円の予算を
組み、夢と希望を育む企画を生徒から募ります。

（例）○ボランティア活動　○国際交流　○コンテスト参加　○先輩訪問
1■－－■■＿
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L旦翠室＿

学力と進学実節の向上をH的に、生徒が集中して勉強できる「自習室」を新設しました。

冷囁房・防音設備を完備し、参考二書もそろえてあります。

ホームページ

「同窓会ホームページ」を新たに開設し、「甲腑一高ホームページ」もリニューアルしました。

一釦こ関する情報を入手する新たなツールとしてご活用ください。

l＿マイクロバを
学校マイクロバスを新規購入しました。

部活動を中心に多くの生徒が利用しています。

記念誌＆記念品

学校・同窓会・PTAの関係者に配布します。（2011年1月予定）

甲府一高資料展示

未来を杓う一高生の向学心や豊かな人問性・母校愛を育むことを目的に、甲府一高130年の歴史を伝え・同窓生爛係者の優れた紺等
を顕彰し、各種資料の展示を行います。
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囲大島正健はおしままきたけ）叩肘‾卜学節7代校長

神奈川少．川1身′1．奈良中一■jご：やり日付LlH一声、宮l崎中学な

どの校長を務め、キリスト孜に兢づく全人教育を施

した：本校には1901（明治34）隼、雛7代校長として赴

任し、13年間在職し、綾の11■州、石橋湛山をして「＿幸

いに人鳥校長にあうことにより、クラーク仲Ⅰ：の．請

を川き、なるほど1－主の教1111jとは、かくあるものかと

感動した」と．チわしめているノまた、IIJ代小国．．酎二関

する音訓学の依戚符としても知られ、日本．語に闇し

ても優れた研究業績を残した＝

札幌猥学校の第1期′卜であり、クラーク伸上の教

育指草をIi■（」卦受けた一一一・人でもあった、ノ19／17川綱目22）

でト中等国語教科il手に「クラーク先／い人畠l仁他

4匹）」が掛目され、クラークの「Ⅰhys beÅnlbitiotlS！

（ト一拍三よ、大志をいだけ）」との．i■柴を後世に残す仁

で大きな役調を某たしたこ「帥1二は規則に締られる

のではなく、Ⅰ′l」の良心に従って行動するものであ

る」とのクラーク糀神をL川卜一高の校定とも．iうべ

き、「Ⅰう亡・GenlIH11an」につなげ、lr川lと1■i任のl甘題を

憫人の主体性に4†liした滋味で今も人きな影響を及

ぼしているし、

国石橋湛山（いしばしたんぎん）111府小一芋1902川朋百35）年や第13回

東京都出身

日本の偉人なジャーナリストであり、政治家で

ある－，戦l打は、朝鮮における独立運動に理解を示し

たり、帝国主義に対抗する・tそ和的な加l貿易立匡l

論を唱えるなど、11ilk＝；義が石頭するIllにあって

もリベラルな．一盲－，論人として押し通した＿、戦後は、政

治家としても清粧し、入城人山などを憮什後、1956

（昭和31）年、第55代内l糊総押入日日こ就任したが、病

のため∴ケ日で辞作を余儀なくされる－「政治的良

心に従う」との潔い弁は、多くの人に感動をもたら

したいその校もl玉J際・ド和盲■†劫に局力するが、特に日

中友好に1■i献した＝

広い見地に基づく健全なジャーナリスト糀神の

発揚は鷲嘆に植し、］、石橋満目lれ論集、」や〕髄Il州

想八や藤一一・利‾署、上磯うわ櫓泄LlHなどの諸本を通

して、今もその精神を広く学ぶことができる。な

お、本校と後非への思いは一一一倍強く、人鳥校長を介

してクラーク梢袖を学び得たことを′lミ涯にわたる

心の財薩としていた。

江口俊博（えぐちとしひろ）

甲府中一芋第10代校長

熊本臼．川1身二．広島の忠海l巨学や長野中学の校長

を砕て、本校には1923（人il三12）隼、第10代校長とし

て赴任し、9中間在職したノ

校長としての本校における功親は人きく、192′1

（人正13川三、誰にでもできる「射ナるだけ歩く」と

いう／ト祉提案を採用し、体力と糀神力の調和に役

‾立つとの思いから、行－1〔としで問始されたのが今

日に続く「強行遠足」である　また、日新鐘（1926（人

i仁15川三鋳造）の命名を初め、今Ilの校是につなが

る「イ引1新、「＝1新、又1－1新（まことに日に新た、Il

ltに新た、またlIに新たなり・・日々の向上に努め

てはしいとの願いが託されている）」と、「托天地′と

化育（大地の化行をたすくべし・・イ1然の教化力を

信じ、その手助けとなる人相の発作の伸長を期待

している）」は共に江卜1校長の発案による

1928（昭和3）隼∴規在地に移転し、新校舎も私設

されて、新たな50年に踏み目そうとしたが、今にい

たるII一厘仁▲高の基礎の碓立に果たした子＿1二I1校長の

役川は実に偉大であったこ．

書一°
中村星湖（なかむらせいこ）

甲府中学1903（明治36）中卒第1‘lM

南都留椰河l川す川日射＿川J町、硯在の㍍＿Hi■＝＿闇

町）侶身二．

小説の執了■在や翻訳溝助、評．論活動などでスケール

の大きな丈′■7：者として活躍した

甲府中学時代から校友会雑誌などへ文章や漢詩

を投稿し、文学への関心を強めていったが、1907（明

治40）fl三、「rFl・稲けl文！一声」懸1■f長編小説のト一等となっ

た〕J少年机で、現実をあるがままに写し取ろうとす

るlノ1然‾仁義の有力な新人作家とみなされたりこの′ト

説は、二人の少年の川会いと成長、別離を紬に、、Ii時

の甲府中学の梯子もうかがえるなど、・】■i：隼前期を描

いた名作であるくノその後、フローベール、モーパッサ

ン、ゾラなどの小説の翻訳にも努め、フランス文学

の先駆的な紹介者としても17献した、特にフロー

ベールの「ボヴアリー夫人jは「我国の揖近に行ほれ

た日黙主義運動の本道を明かに」するとのねらい

で、九年l帥伸ナて、1916り（l［5）隼に訳川された労

作である

その後は罠艮文学や民衆芸術の論客として活躍

し、郷土文化の振興にも大いに努めた

引II徳次（はやかわのりつぐ）

叩府小学19nO（明治33）年率第11r百1

東八代那御代咲相川卜告期■、規fl三の笛吹か川身－．

人Fl二・日綱目期の実業家で、1920（人‾lt9）年、東京地

卜鉄道株式会社を創．没するなど日本に地卜鉄を緋

介・導入し、「日本の地卜鉄の父」と呼ばれるLJ

初めは理解されなかったが、軟弱な地桐であって

も卜の囲い地付利こ建．設すれば問題がないことや、・．え

を使った交通量調査などを行い∴Jf業として成立す

ることを説くなど優れた合理的思考の持ち＿j二であ

り、地下鉄の必要性にいちIil・くべ■汁lした先見性には

驚かされる．

1927（昭和2川三、11本で最初の地ト一統が上野から

ほ草間で開通したが、路線延長で賢金繰りが苦しい

時でも、安全を約－－一に考え、全納・難燃化軒柄や「1助

列車停l巨托腔の導入、将来の輸送量増加を一打潤した

設備投資などを精極的に推進した功績は人きい－ま

た、駅とデパートを直接出入りできるようにするな

ど常箕面でも優れた手腕を発揮した．．

実業家として創造性や先見性に㍍み、′糾こ粘り強

く取り糾んだ偉人な人先非である．

笠井重治（かさいじゅうじ）

甲府中学1903（明治36）年宰節1紳1

r削▲1二摩郡l舶用一川川‾一㍍町、税石三の身延町）出身1

人lトl甘和期の代表的な日米親書活動家であり、

政治家である

甲府l－い学卒業後、17歳の17さで渡米し、シアトル

のハイスクールやシカゴ大学などで学んだ二語学の

才能に恵まれていただけでなく、弁．論の托一量にも優

れ、シカゴ大学卒業時には、太平洋沿岸の排日速効

に対して米国罠のi仁義心に．亦える前説で最高雄弁

賞を得ている．ノ1918（人l仁7川三相叶後も、日米・日英

関係の改藻のために抽放した．また、1937川指和12）

隼、衆議院．親日に当選後、列国議会l司盟会．歳に議日

印Hとして参列し代表演説を行なっている」19‘11

川綱目16）年」十米関係が一一一段と悪化する中で、戦争

回避のために、米国各地を訪れて講演や交渉を行っ

ている。戦後も、マッカーサー元帥や占領揖幹部ら

に蕎政を要望したり、日米文化振興会を創■立したり

するなど、Itj米親指や国際親蕗のために尽力した

日本の国際人としての優れた先駆者であり、剛襟

理解教育の上で誇れる大先非である．，



内藤多仲（ないとうたちゅう）

叩鰍Il一芋1904（明酢i7）隼や第15回

lH・二摩耶榊付（旧慣川射り■、月且在の南アルプスlい

川身．J　人1ト町用Ⅰ期の址築構造学昔として知ら

れ、「附も■弧越の父」と許される．．

】917（人Il二6）隼から望リ卜にかけて米国に留′一声し

た際、旅行川トランクの仕切板や船の構造から弟

想を得て、If甘ん■三噂による射出構造理論を考え目し

た　このflll論に基づいた鉄でj・鉄筋コンクリートの

建物かl某陳人1－三災でむ無車だったことで内藤の理

論が‘品．】1三された．

慨後も、放多くの建物．昔．．1■を下がけたが、辿ノミ閤

（‾二代目）や束点てワ一日958川棚133）隼）など多数

の鉄一削軋掛け■に波塔・純光堺の一役．汁も千がけ、「熔

博l二」とも呼ばれた－

「杭み巾こね、つみ重ねてもまた、つみかさね」（／）．i’

葉をィ．；条として、能への造．請も深く、帖広い知識と

教養、好か亡、の持ちトであった．－．11本の診る鉱駆的

な耐㍍構造設．汁帯として、あるいは、建築ノjJ：の教育

音として、l二′、プ：関係で最も溝躍した人光明である

三神吾朗（みかふごろう）

里仰い′判908（明酢1日隼や第19回

中日摩耶入籍日付（朗Jlの叩府心）＝身．、

米国のプロ野球チームでプレーした日本初のプ

ロ野球選手としてその存在が知られる

l】り付小ノ、jご：や某後、l川石目入学野球部に人i）、1913

（人Il二2川：には、米巨卜／ックス・カレッシヘ留学

し、野球部／＝－を送ったllこの日本人選手こそは、

わが人′■デ：チームの命であって彼が／いて！を始めたら

灘もアウトにすることができない」と校■山二．i己録

されたほどの盲■て紺を示し、1915（入江二′1川三には

キャプテンまで務めた　その前年19日（人1仁3）隼

の夏休みには、†」一色人種を含めて舶成される秋、■／

巡業プロチーム「オール・ネイションズ」に外野下、

遊－1芦fl享で参加している　その後、イリノイ人ノiご：に

進′、jr：し、斜揃㌣芋を一、㌧F攻することになる．

帰ll牛後、商宇目二就職し、野球との関係を絶つこと

になるが、Ilり付・■■／占野J求部の大兄1－l■．：であり、野球の

草二創期におけるパイオニアとしての役川はll■青く．評

価されてよい

小林中（こはやしあたる）

Ill府l卜芋1916（人Ilミ5）年率第271日1

東八代郡山和相川lイ用＝【れ凡川三の笛l吹lい川身、

日本財相の小二鎖と∴■われ、戦後の祥済繁栄の堪

礎を築くl・．でパ猷した

†’～くして家業のイ「和銀行！捌机二鈍くが、

根津七・i▲邸の鋸遇を得て、甜■朝日吊捌鋸二人什し、

1鋸二川l川118）隼には社1主となり、彊済非に人脈を

広げていった　純後、川51州用は6）隼、時の持相、．1．

日茂から要．り’jされて、初代11本l粧発別行総裁に叔

付した　このIl㌫誹址鋸は政府機関だから、政党など

から注文かさても私は・切引き一三けないと明．

し、人いに．1川t（7）1．沌ほ朝来との逸詔が伐ってい

る　就什後は、基枠種業に直接融賢するというノJ■針

を1■むき、そのことで、日動車や垂メサ座業などの．設備

投賢かi．I発になり、戦後復興に弾みをつけること

とな／〕た　その後、アラビア石油社1ミ日968川廿和

t′13川日、1日こ航空会1ミ日973川桐廿18）ていをはじめ、

数多くの脚阻二就任したり、砕川辿・‖締通の′嗣t

fllHほ務めたりするなど、財作の匪詔托、用談役と

してJよ力した1t骨のある財押入して腑広く清粧

した人兄車である

飯田蛇劣（いいだだこつ）

甲府中学1898（明治31）隼人学

東八代邦一山成相川＿l境川村■、現f】三の笛吹IIJ）＝身。

1898（明治31）隼、岬府中学人一一；：：．「

1903叩J治36）隼、京北中学に転入

人】トl甘粕期の代衣的な俳人で、近現代における

俳句発屁の貢献者の・・人であり、郷里l＿汁梨県境川の

地に根ざし、独日の孤高・車座な作風で知られる、

卜京小は拍動．た／一に肝J‾けるが、1909（明治12）隼

に郷里境川には接した．1虚／－の俳的視帰とともに句

作を再聞し、「ホトトギス派」の小心作家として溝躍

した〔1917（人【仁6）隼、愛知り．しで発行されていた俳

．射キララ」の一に宰音となり、．誌名を；「キララ．：1から

し’ぷ甘1に改め、1925（人【仁14川1こ発行所をIl日付lけに

移した以後∴セ打出の結社は発展を遂げ、俳誌一■ホ

トトギス，1のグループに次ぐ仝l‾舶りな勢力を築くこ

ととなった

代表旬、「一㌢の露地Hli；lZをl仁しうす」‖91・′日人l仁3）

隼作川l収集1所収）、「くろがねの秋の風鈴鳴りにけ

り」（1933（l昭和8）でH乍1‘ぷ′竺湖収）に見られるよう

に、堀仁の地で、山国の／日嗣二根ざした、・冊厚で桁．洞

■l■占い旬は今も人々をふきつけてやまない．ぅ

望月春江（もちづきしゅんこう）

l‾ド肘小学1913（人Il：2）隼や節2ノ1回

西Ill梨郡作．1純一（規fl三の叩府l山川身、

Ill梨を代表する日本画家として知られる」尼鳥

両を得点とし、後年、∠」・さと余による独特の両鳳を確

立していくが、Fll‾典の伝統に現代感党を融合した

格．洞ホ■占い作■リーを残している、

1938川銅1日3）年、発衣機関が少なかった日本1叫

柄の現状を吏え、4㌧＝手両家通の発表機関の捉供を

目的に、川崎′ト虎や穴山勝やらと「日本l両院」を創

、ンこした．、以後、晩年まで日本両院に作．品を発衣し続

けてその発根に努めたこまた、l一拍射審査日も務める

かたわら、虹か久十㍍等師範学校の教授を務め教

有にもJよ力した1958冊用1331隼、日掛l描．■姓1で

日本芸術院賞を一之賞している．」．1品ン：と優美を失わ

ず耕しい日本画を貪り造するために、l川tな京風を

尊屯すべきとの．偲いが組側ト」‘rしており、′巨きノブ

の仁からもイJ一益な示唆をり・えられるっ】

なお、Il岬jこ申判咤代をlHl頼して、「私の絵心を励ま

してくれる源は、何といってもあの混かい一美しい

川窓／l三の友・1■i■Jであった」との一一一文を．1じしている．．

功力金二郎（くぬぎきんしろう）

甲府中学1921（大正10）咋宰第32回

北l・：摩郡紬日付（硯†l三の一日三崎lい出身

近現代日本の代衣的数ギ：片の一一人であり、紬象

空問やl、用津川の研究で知られる

川28川綱目3）隼、フランスに什■jr：し、川家発行の

博Ⅰ：り・む取得した最初のlいり人となった1933川日

和8）隼、H波．掛璽　放学．：1でテキストとしては日本

で初めてとなる「抽象空問．論」を執11‡した－1939珊て

和‖）隼、抽象空川の研究で、放学者・では∴人l＝二

なる日本学　院賞を一受i■iL、1949年Ulr川124）隼に

は、囲い代の17さで学Ⅰ二院会川二進＝されている

また、渠砧佃振合に関する「功ノノープールリング

（Bmll・血相）の定理」もIt．■占名である　教育首としても

北泥道人ノートや人阪入学で放一半杵の発展に笥：JJ・した

が、常に．講義の準備は〃李であり、「これで綺麗に

肘明できましたです」との決まり文イtJで終わる鮮

やかな甜州ま一芋牛に強い印象を賎した

かって、放研川根の教科．1l‥の細者としても知ら

れ、教科．1；二をl指JくJ射二誇らしさを見えた人光昭で

あると日時に、その／上靴は学問の巌しさと一一j∠：ぶト‡

びを仕えてくれるものであった

．■、竪・．

野尻砲影（のじりほうえい）

里仰‾いノ芋1907（明治40）jl三赴作

神奈川県川身り1907（明治40日I三、甲府中学に英語

敦帥として赴任し、5年削怖三職した

11本の‾英文学者、随準家として知られるが、‾天文

民俗学者としても活躍し、まllの和名の収集研究で

知られる＝後年‥l用臼で「甲府の隼溝は小生の人隼

航路にとり川lと量を除外しても）有意義であった

…」と．語っているように、1着アルプスに魅せられた

Ilり付での教師′＝一キは満ち足りたものであり、ビワ：か

な教養が織りなす授業は隼徒を魅了した、、

1918（人11二7）隼、教職を辞して＝板子＿l二の編渠業

務に携わることになるが、「日本の民問には、足に

関する信説や名称に旧し見るべきものがない」と

の定．i削二疑問を抱き、ラジオ＝演を適して、全国に

†云承きれた吊の和名にl関する一情報提供を呼びかけ

るなどした結果、川本のllU・川本星名辞典甘等に

渠人成されることとなった1．また、1930日17用15）隼、

冥‾仁11とが発見されて、軟米では「Plut（）」と命名され

たか、野尻の提案で和名は「‡Ll三損」となり、rl1匹卜な

どでも共通に使川された。なお、峠の人J∴さ校長から

多大な蔦陶を・乏けている

匡ヨ
木々高太郎（きざたかたろう）

叩府中学19Ⅰ5（人lト1）年や第26回

西l圧梨掛目城村（現在のIll府両’）川身二

小説家・雅邦作家であり、人肌／l潤卑渚としても

知られる

甲府叶■一tj印寺代は弁論揃に所屈し、校友会雑誌へ

も投石■ニ占する文′’芦〟隼であったが、卒業後はl矢ノ、；ご：の

道を歩み、193　岬撒17）隼、り川、半のソ油の世肘的な

／－tJ暮ll′芋者として知られる、イワン・パブロフの卜で

条件反射学を研究したi卜代徒、卜に入ってから

文机にて夏場し、「雅邦小説」という．i■柴を初めて龍

Il目した、．人脳′巨理′芋を■．回りとするl矢首の視点が作

．1んの底流にあり、従来、娯楽的な読み物にとどまっ

ていた「接伴河、説」を、畑作と社会性を備えた人問

を描く「文′、f：」にまで●・．■占めることに努めた「ノ

1937川吊り12川二、作．1いr人隼のl叫米．口で第41司直

木賞を甘持した．また、滴tのよくなる本一大脳隼

理′■即捕細臓い1960川“和35）隼）など大脳生理学

関係の博豪．ll▲も多数執筆している

飯田龍太（いいだ。ゅうた）

11り拝1巨芋1938川嗣1113）印や掛19阿l

東八代耶＿正成相川日産川村、現わ三の笛吹山川1身

戦後俳壇の代表的な　一人で、父蛇筍とl司じく郷

里Il梨県境川の地に根ざし、l′l然を射出二見つめ、

JトLリ亡の定型と季．浩をれ祝するf云統派俳句の旗

下として泊粧したノ

俳句を「√枠よりもむしろ努力の部分が多い丈

よ」と拙え、初心の人切さを説き、目性を膜無と眺

めるのではなく、しっかりと＝分のHや耳で′受け

とめるためにも季目す‖こ即した作句を推奨した

1992日土成射隼、惜しまれる小で、蛇筍没後30年を

期に、他誌：■ぷ甘「：を900ひで廃刊にしたが、蛇坊の

跡を緋ぎ、′雲丹【の発展に局くしたことは高く評

価される

1981川欄156）隼、日本芸術院賞、恩賜賞を一受賞し

ている　また、随竹や評論の署．1㌢も多数あるご代表

イ■J、「‘一丁の蜂しづかに春ののぼりゆく」（描脾195f）

明用13′11年）、「どのj’・にも涼しく凪の吹くIlかな」

（：∴忘れJ1968（昭和43川上「かたつむりlIl斐も信濃

も雨のなか」（L両の木L［1975澗用150）隼）などから

は、季．ifiを効射机二位い、l∫l然を人きくよl机二詠み

こんだ龍人の旬の妙味がよくうかがわれる
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創立13o周年記念事業
○日新基金の新設

円弧-I･､j､･､;!･)l受1'･j‘･ii肝1311'i弓動を纏励Ｌ､個性的で創造性に富み、

申｡ねり｡た指導力を持-⊃生徒の育成を目指して行う事業です。

㈲III｣10【】万円の予算を上限に､4.徒や教職貝から､生徒たちに

り'｀:411-1Jiを'J･-j.るような奪業を募ります。

j彫=い海外研修･ボランティア･国際交流支援

　　ツコンテッ､Tヽぽ]ボコンなど･)参力||支援

　　:.IIIII.脆丿義(指導)先輩訪問等

　■-
●

-一

幕

4
ll

　－
Ｊ 　匹４

○自習室の新設

　　　7｀≒､.

謳ﾌﾚ

学力と進学実績の向上を目的

に､生徒が個別に集中して勉強

することができ｡参考書も備え

た｢自習室｣を新設しまＬた。

１年9月１日完成

○マイクロバスの更新等

包朽化か著しく、県費では購入することができない学校マイク

ロバスを眺人Ｌました。

平成21坏１１月１１日納塵

募金ご協力ありがとうございました。

2､276名により、36､200､000円を突破いたしました（平成22年7月31日現在）。

募金は、平成22年９月下旬まで受付ております。

○甲府一高広報事業

り゛呪 j

円1府一高資料展示スベース｣を設置｡甲府-一一高130年の歴史､同

窓生の優れた実績等を顕彰パネルとして制作し､寄贈された絵

画･書と共に閲覧に供します。

｜同窓会ホームページ｣を新たに開設｡全国の同窓会員を結ぶ新

たなツールとして活用します｡また､|甲府一高ホームベージ｣

をリニューアル致しました。

視｣ﾄﾞ覚教￥内南壁面施行完成予想図

○記念誌＆記念品

白々･|;･]窓会･PTAの関係者に配布Ｌます｡ほ】ｎ年1月予定1

X み j ゝ

昌↓高

卒業学年別対抗新睦ｺﾞﾙﾌS太会

　　平成２２年９月２２日(水)境川

SI;:L

　　　130周年記念の同窓会親睦ゴルフコンペを行いま

[

。

　　　楽しく愉快な企画、盛り沢山。新ペリア方式による学年別対抗

　　　戦です。

　　　縦軸の交流を盛んにし、先輩後輩の絆を確固たるものにしたい

　　　と甲府一高同窓会は考えています。

　　　26学年194名の参加を受付けました(８月30覧2yE)。
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ご挨拶

　新涼の候会員の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

　さて、明治１３年(１８８０年)に県下初の中学校として創設された母校は本年(２０１０年)１０月に

創立１３０周年を迎えます。

　ご案内のとおり、この大きな節目にあたり同窓会は母校職員・ＰＴＡの皆様と|烏賛公をっくりげ校の

教育の発展と允実に資する記念事業をすすめてまいりました。

　現下のきわめて厳しい経済情勢にもかかわらず会員の皆様の厚い志、かわらぬ母校愛によりまして、

協賛募金も大幅に目標を突破し、記念事業もすべて順調に進捗しております。

　つきましては創々ｌ１３０周年記念行事をﾄﾞ記のとおり挙行いたす運びとなりました、

ご多用のところ誠に恐縮ですが、ご臨席を賜りたく謹んでご案内申しLげます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁戌ゴ川川口

山梨県,I/llll府弟･高等学校

創.ljll :4【】i.I.'lflil己念jll柔lgiliiiil!4

　　　　　　　　　校長

望月政男

跡部　和

甲府中学･甲府一高創立130周年記念式典･演奏会･祝賀会

　　　　　　　平成22年10月22日（金）

記念式典：午後１時00分　山梨県民文化ホール大ホール

　　　　　　　　　　　　哨削剣6-I Tel055-2副国

記念演奏会：午後２時30分　山梨県民文化ホール大ホール

記念祝賀会：午後５時00分　アピオ甲府

　　　　　　　　　　　　　　　　川IIli摩郡11制|】町西条3600 Tel.055-222-n11)

　迩記念式典の受付午後０時20分からになります。

　※山梨県民文化ホールーアピオ甲府問のシャトルバスをご利用いただけます。

　※記念祝賀会参加費5.000円　当日､会場で頂きます。

お手数ながら同封の葉書にて、９月２４日(金)までにご出席の有無をご郵送くださりますようお願い申し上げます

　ご招待状は、次の方々に発送しております。･学校　･ＰＴＡ　･在校生　･同窓会員(募金協力者約2.300名)
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山梨県立甲府第一高等学校創立130周年

2010年１０月22日

記念式典・演奏会・祝賀会
〒400-0007山梨県甲府市美咲２丁目13-44　山梨県立甲府第一高等学校内

山梨県立甲府第一高等学校創立130周年記念事業協賛会事務局

Tei.055-253-3525 http://www.kofu-ichiko-dosokaりp


	

